
第110期定時株主総会招集ご通知に際しての
イ ン タ ー ネ ッ ト 開 示 事 項

「個別注記表」及び「連結注記表」につきましては、法令及び当行定款第16条の定めにより、イン
ターネット上の当行ウェブサイト（http://www.keiyobank.co.jp）に掲載することにより、株主
の皆さまに提供しております。

個　別　注　記　表

連　結　注　記　表

平成27年 4 月 1日から
平成28年 3 月31日まで（ ）
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個別注記表

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

重要な会計方針
１．商品有価証券の評価基準及び評価方法
　　商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）により行っております。
２．‌�有価証券の評価基準及び評価方法
　‌�　有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社・子法人等株式及び関連法
人等株式については移動平均法による原価法、その他有価証券については原則として決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原
価は主として移動平均法により算定）、ただし時価を把握することが極めて困難と認められるものについては移動平均法による原
価法により行っております。
　‌�　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。
３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
　　デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。
４．固定資産の減価償却の方法
　⑴　‌�有形固定資産（リース資産を除く）
　　‌�　有形固定資産は、定率法（ただし、平成10年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）については定額法）を採

用しております。
　　　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　　建　物	 ３年～50年
　　　その他	 ３年～20年
　⑵　‌�無形固定資産（リース資産を除く）
　　‌�　無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、行内における利用可能期間
（５年）に基づいて償却しております。

５．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　　外貨建資産・負債は、決算日の為替相場による円換算額を付しております。
６．引当金の計上基準
　⑴　貸倒引当金
　　‌�　貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。
　　‌�　破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破綻先」という。）に係る債権及びそれと同等の状況

にある債務者（以下、「実質破綻先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載されている直接減額後の帳簿価額
から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の
状況にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見
込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し必要と認める額を計上して
おります。

　　‌�　上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しております。
　　‌�　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査

定結果を監査しております。
　　‌�　なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額及び保証による回収が可能と

認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は10,933百万円であります。
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　⑵　賞与引当金
　　‌�　賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当事業年度に帰属する額を

計上しております。
　⑶　役員賞与引当金
　　‌�　役員賞与引当金は、役員への賞与の支払いに備えるため、役員に対する賞与の支給見込額のうち、当事業年度に帰属する額を

計上しております。
　⑷　退職給付引当金
　　‌�　退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、必

要額を計上しております。また、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法に
ついては給付算定式基準によっております。なお、数理計算上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。

　　‌�　数理計算上の差異：‌�各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（13年）による定率法により算出した
額を、それぞれ発生の翌事業年度から損益処理

　⑸　睡眠預金払戻損失引当金
　　‌�　睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に応じ

て発生する損失を見積り必要と認める額を計上しております。
　⑹　偶発損失引当金
　　‌�　偶発損失引当金は、信用保証協会の責任共有制度に基づく信用保証協会への負担金の支払いに備えるため、将来の負担金支払

見込額を計上しております。
７．消費税等の会計処理
　‌�　消費税及び地方消費税（以下、「消費税等」という。）の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、有形固定資産に係る
控除対象外消費税等は当事業年度の費用に計上しております。

会計方針の変更
（｢企業結合に関する会計基準」等の適用）
　‌�　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会計基準」という。）及び「事業分
離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下、「事業分離等会計基準」という。）等を当事業年度から
適用し、取得関連費用を発生した事業年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当事業年度の期首以後実施され
る企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する事業年度の計算書類に反
映させる方法に変更いたします。
　‌�　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項⑷及び事業分離等会計基準第57－４項⑷に定める経過的
な取扱いに従っており、当事業年度の期首時点から将来にわたって適用しております。
　‌�　これによる計算書類に与える影響額はありません。
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注記事項
（貸借対照表関係）
１．関係会社の株式総額	 4百万円
２．貸出金のうち、破綻先債権額は2,123百万円、延滞債権額は38,621百万円であります。
　‌�　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は
弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下、「未収利息不計上貸出金」
という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号イからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規
定する事由が生じている貸出金であります。
　‌�　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息
の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。
３．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額はありません。
　‌�　なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び
延滞債権に該当しないものであります。
４．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は3,197百万円であります。
　‌�　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済
猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しない
ものであります。
５．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は43,941百万円であります。
　‌�　なお、上記２.から５.に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。
６‌�．手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員
会報告第24号 平成14年２月13日）に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手形及び買入外国為
替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、9,781百万円であります。
７‌�．ローン・パーティシペーションで、「ローン・パーティシペーションの会計処理及び表示」（日本公認会計士協会会計制度委員会
報告第３号 平成26年11月28日）に基づいて、原債務者に対する貸出金として会計処理した参加元本金額のうち、貸借対照表計
上額は、2,040百万円であります。
８．担保に供している資産は次のとおりであります。
　‌�　担保に供している資産
　　　　有価証券	 64,113百万円
　‌�　担保資産に対応する債務
　　　　預金	 2,654百万円
　　　　借用金	 62,400百万円
　‌�　上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、有価証券118,515百万円及びその他資産86
百万円を差し入れております。
　‌�　また、その他の資産には、保証金3,133百万円が含まれております。
９‌�．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された
条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行
残高は、665,854百万円であります。
　‌�　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当行の将来の
キャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当
の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられてお
ります。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内手
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続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。
10. 土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、評価差額について
は、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評
価差額金」として純資産の部に計上しております。
　‌�　再評価を行った年月日　平成10年３月31日
　‌�　同法律第３条第３項に定める再評価の方法
　　‌�　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める地価税法（平成３年法律第

69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法
により算出した価額に基づいて、奥行価格補正等合理的な調整を行って算出。

　　‌�同法律第10条に定める再評価を行った事業用の土地の当事業年度末における時価の合計額と当該事業用の土地の再評価後の帳
簿価額の合計額との差額	 15,833百万円

11. 有形固定資産の減価償却累計額	 50,687百万円
12. 有形固定資産の圧縮記帳額	 1,970百万円
13. 「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する当行の保証債務の額は15
百万円であります。

14. 関係会社に対する金銭債権総額	 508百万円
15. 関係会社に対する金銭債務総額	 1,843百万円

（損益計算書関係）
１．関係会社との取引による収益
　　　資金運用取引に係る収益総額	 366百万円
　　　役務取引等に係る収益総額	 14百万円
　　　その他業務・その他経常取引に係る収益総額	 5百万円
　　関係会社との取引による費用
　　　資金調達取引に係る費用総額	 0百万円
　　　役務取引等に係る費用総額	 15百万円
　　　その他業務・その他経常取引に係る費用総額	 457百万円
２．関連当事者との取引

属 性 会社等の名称 住 所
資本金又
は出資金
（百万円）

事業内容
又は職業

議決権等
の 所 有
（被所有）
割合（％）

関 係 内 容
取引の内容 取引金額

（百万円）科 目 期末残高
（百万円）役員の兼

任等（人）
事業上の
関 係

子会社 株式会社京葉銀
保証サービス

千葉市
中央区 30 信用保証

業 務 43 1
各 種
ローンの
債務保証

被債務保証 41,793 － －
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（株主資本等変動計算書関係）
　自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：千株）
当事業年度期首株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末株式数 摘 要

自己株式

普通株式 14,442 10,043 75 24,410 注１、注２

合　計 14,442 10,043 75 24,410

注１．‌�普通株式の自己株式の株式数の増加は、取締役会決議による自己株式の取得10,000千株及び単元未満株式の買取り43千株で
あります。

注２．‌�普通株式の自己株式の株式数の減少は、ストック・オプションの権利行使による減少71千株及び単元未満株式の売渡し３千
株であります。

（有価証券関係）
　貸借対照表の「国債」「地方債」「社債」「株式」「その他の証券」のほか、「商品有価証券」が含まれております。
１．売買目的有価証券（平成28年３月31日現在）

当事業年度の損益に含まれた評価差額（百万円）

売買目的有価証券 39
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２．満期保有目的の債券（平成28年３月31日現在）

種　　　類 貸 借 対 照 表 計 上 額
（百万円）

時 価
（百万円）

差 額
（百万円）

時価が貸借対照表計
上額を超えるもの

国 債 89,718 107,965 18,246

地 方 債 － － －

社 債 4,283 4,841 557

そ の 他 35,299 35,487 187

う ち 外 国 債 券 35,299 35,487 187

小　計 129,302 148,293 18,991

時価が貸借対照表計
上額を超えないもの

国 債 － － －

地 方 債 － － －

社 債 － － －

そ の 他 13,500 13,197 △302

う ち 外 国 債 券 13,500 13,197 △302

小　計 13,500 13,197 △302

合　計 142,802 161,491 18,688

３．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式（平成28年３月31日現在）
貸 借 対 照 表 計 上 額

（百万円）
時 価

（百万円）
差 額

（百万円）

子会社・子法人等株式 － － －

関連法人等株式 － － －

合　計 － － －

　（注）時価を把握することが極めて困難と認められる子会社・子法人等株式及び関連法人等株式
貸借対照表計上額（百万円）

子会社・子法人等株式 4

関連法人等株式 －

合　計 4

　‌�　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「子会社・子法人等株式
及び関連法人等株式」には含めておりません。
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４．その他有価証券（平成28年３月31日現在）

種　　　類 貸 借 対 照 表 計 上 額
（百万円）

取 得 原 価
（百万円）

差 額
（百万円）

貸借対照表計上額が取
得原価を超えるもの

株 式 67,177 39,147 28,029

債 券 733,669 688,965 44,703

国 債 618,903 578,402 40,500

地 方 債 52,936 51,186 1,749

社 債 61,829 59,376 2,452

そ の 他 3,572 3,542 29

う ち 外 国 債 券 3,572 3,542 29

小　計 804,418 731,655 72,762

貸借対照表計上額が取
得原価を超えないもの

株 式 14,638 16,933 △2,295

債 券 817 818 △1

国 債 － － －

地 方 債 499 500 △0

社 債 317 318 △0

そ の 他 － － －

う ち 外 国 債 券 － － －

小　計 15,455 17,752 △2,297

合　計 819,873 749,408 70,465

　（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券
貸借対照表計上額（百万円）

株式 724

その他 94

合　計 819

　‌�　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には
含めておりません。
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５．当事業年度中に売却したその他有価証券（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）
売　却　額
（百万円）

売却益の合計額
（百万円）

売却損の合計額
（百万円）

株式 2,923 1,050 134

債券 145,699 2,200 －

　国債 145,699 2,200 －

　地方債 － － －

　社債 － － －

その他 － － －

　うち外国債券 － － －

合　計 148,623 3,250 134

６．減損処理を行った有価証券
　‌�　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のうち、当該有価証券の時価が取得原価に
比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって貸借対
照表計上額とするとともに、評価差額を当事業年度の損失として処理（以下、「減損処理」という。）しております。
　‌�　当事業年度における減損処理額はありません。
　‌�　また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、時価が取得原価に比べ50％以上下落している銘柄及び時価が30％
以上50％未満下落しており、一定期間の時価の推移や発行会社の財務内容等により判断し時価の回復可能性がないと認められる
銘柄としております。

（税効果会計関係）
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。
　　繰延税金資産		
　　　貸倒引当金	 5,276百万円
　　　退職給付引当金	 2,719百万円
　　　減価償却費	 1,193百万円
　　　賞与引当金	 397百万円
　　　その他	  　  　1,634百万円 
　　繰延税金資産小計	 11,221百万円
　　評価性引当額	 　　  △219百万円 
　　繰延税金資産合計	 11,001百万円
　　繰延税金負債		
　　　その他有価証券評価差額金	 　△21,464百万円 
　　繰延税金負債合計	 　△21,464百万円 
　　繰延税金負債の純額	 　△10,462百万円 
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２‌�．「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」（平成28年法律第
13号）が平成28年３月29日に国会で成立し、平成28年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率等の引下げ等が行われる
こととなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は前事業年度の計算において使用
した32.06％から平成28年４月１日に開始する事業年度及び平成29年４月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異
については30.69％に、平成30年４月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については、30.46％となります。
　‌�　この税率変更により、繰延税金負債は598百万円減少し、その他有価証券評価差額金は1,127百万円、法人税等調整額は529
百万円、それぞれ増加しております。また、再評価に係る繰延税金負債は246百万円減少し、土地再評価差額金は同額増加してお
ります。

（１株当たり情報）
　１株当たりの純資産額	 1,060円44銭
　１株当たりの当期純利益金額	 57円58銭
　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額	 57円43銭
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連結注記表

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行令第４条の２に基づいております。

連結計算書類の作成方針
１．連結の範囲に関する事項
　⑴　連結される子会社及び子法人等	 ２社
　　　株式会社京葉銀保証サービス
　　　株式会社京葉銀カード
　　　‌�　株式会社京葉銀オフィスサービスは、平成27年６月26日をもって清算結了したため、連結の範囲から除外しております。

なお、清算結了時までの損益計算書については連結しております。
　⑵　非連結の子会社及び子法人等	 該当ありません。
２．持分法の適用に関する事項
　⑴　持分法適用の非連結の子会社及び子法人等	 該当ありません。
　⑵　持分法適用の関連法人等	 該当ありません。
　⑶　持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等	 該当ありません。
　⑷　持分法非適用の関連法人等	 該当ありません。
３．連結される子会社及び子法人等の事業年度等に関する事項
　‌�　連結される子会社及び子法人等の決算日は次のとおりであります。
　　３月末日	 ２社

会計方針に関する事項
１．商品有価証券の評価基準及び評価方法
　‌�　商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）により行っております。
２．有価証券の評価基準及び評価方法
　‌�　有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価証券については原則と
して連結決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、ただし時価を把握することが極めて
困難と認められるものについては移動平均法による原価法により行っております。
　‌�　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。
３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
　‌�　デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。
４．固定資産の減価償却の方法
　⑴　有形固定資産（リース資産を除く）
　　‌�　当行の有形固定資産は、定率法（ただし、平成10年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）については定額法）

を採用しております。
　　　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　　建　物	 ３年～50年
　　　その他	 ３年～20年
　　‌�　連結される子会社及び子法人等の有形固定資産については、資産の見積耐用年数に基づき、主として定率法により償却してお

ります。
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　⑵　無形固定資産（リース資産を除く）
　　‌�　無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、当行並びに連結される子会社

及び子法人等で定める利用可能期間（主として５年）に基づいて償却しております。
５．貸倒引当金の計上基準
　‌�　当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。
　‌�　破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破綻先」という。）に係る債権及びそれと同等の状況に
ある債務者（以下、「実質破綻先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載されている直接減額後の帳簿価額から、
担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況にな
いが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（以下、「破綻懸念先」という。）に係る債権については、債権額か
ら、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し必要と
認める額を計上しております。
　‌�　上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しております。
　‌�　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定
結果を監査しております。
　‌�　連結される子会社及び子法人等の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案して必要と認めた額を、貸倒懸
念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ計上しております。
　‌�　なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額及び保証による回収が可能と認
められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は11,139百万円であります。
６．賞与引当金の計上基準
　‌�　賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当連結会計年度に帰属する額
を計上しております。
７．役員賞与引当金の計上基準
　‌�　役員賞与引当金は、役員への賞与の支払いに備えるため、役員に対する賞与の支給見込額のうち、当連結会計年度に帰属する額
を計上しております。
８．役員退職慰労引当金の計上基準
　‌�　役員退職慰労引当金は、連結される子会社及び子法人等の役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職慰労金
の支給見積額のうち、当連結会計年度末までに発生していると認められる額を計上しております。
９．利息返還損失引当金の計上基準
　‌�　利息返還損失引当金は、連結される子会社及び子法人等が利息制限法の上限金利を超過する貸付金利息の返還請求に備えるため、
過去の返還状況等を勘案し、返還見込額を合理的に見積り計上しております。
10. 睡眠預金払戻損失引当金の計上基準
　‌�　睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に応じて
発生する損失を見積り必要と認める額を計上しております。
11. 偶発損失引当金の計上基準
　‌�　偶発損失引当金は、信用保証協会の責任共有制度に基づく信用保証協会への負担金の支払いに備えるため、将来の負担金支払見
込額を計上しております。
12. 退職給付に係る会計処理の方法
　‌�　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については給付算定式基準に
よっております。また、数理計算上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。
　　数理計算上の差異：‌�各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（13年）による定率法により算出し

た額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から損益処理
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　‌�　なお、連結される子会社及び子法人等が有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付に係る負債及び退職給付費用を計算し
ております。
13. 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　‌�　当行並びに連結される子会社及び子法人等の外貨建資産・負債は、連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。
14. 消費税等の会計処理
　‌�　当行並びに連結される子会社及び子法人等の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
 
会計方針の変更
（｢企業結合に関する会計基準」等の適用）
　‌�　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会計基準」という。）、「連結財務諸
表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下、「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会
計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下、「事業分離等会計基準」という。）等を当連結会計年度から適用し、支
配が継続している場合の子会社及び子法人等に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連
費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当連結会計年度の期首以後実施される企業結
合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結計算書類に反
映させる方法に変更いたします。加えて、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っ
ております。
　‌�　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項⑷、連結会計基準第44－５項⑷及び事業分離等会計基準
第57－４項⑷に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首時点から将来にわたって適用しております。
　‌�　これによる連結計算書類に与える影響額はありません。

注記事項
（連結貸借対照表関係）
１．貸出金のうち、破綻先債権額は2,139百万円、延滞債権額は38,629百万円であります。
　‌�　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は
弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下、「未収利息不計上貸出金」
という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号イからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規
定する事由が生じている貸出金であります。
　‌�　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息
の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。
２．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額は71百万円であります。
　‌�　なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び
延滞債権に該当しないものであります。
３．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は3,197百万円であります。
　‌�　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済
猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しない
ものであります。
４．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は44,038百万円であります。
　‌�　なお、上記１.から４.に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。
５‌�．手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員
会報告第24号 平成14年２月13日）に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手形及び買入外国為
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替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、9,781百万円であります。
６‌�．ローン・パーティシペーションで、「ローン・パーティシペーションの会計処理及び表示」（日本公認会計士協会会計制度委員会
報告第３号 平成26年11月28日）に基づいて、原債務者に対する貸出金として会計処理した参加元本金額のうち、連結貸借対照
表計上額は、2,040百万円であります。
７．担保に供している資産は次のとおりであります。
　　担保に供している資産
　　　　有価証券	 64,113百万円
　　担保資産に対応する債務
　　　　預金	 2,654百万円
　　　　借用金	 62,400百万円
　‌�　上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、有価証券118,515百万円及びその他資産86
百万円を差し入れております。
　‌�　また、その他資産には、保証金3,167百万円が含まれております。
８‌�．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された
条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行
残高は、675,847百万円であります。
　‌�　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当行並びに連結
される子会社及び子法人等の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢
の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行並びに連結される子会社及び子法人等が実行申し込みを受けた融資
の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有
価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内（社内）手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じ
て契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。
９‌�．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、当行の事業用の土地の再評価を行い、評価差額に
ついては、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土
地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。
　　再評価を行った年月日　　　平成10年３月31日
　　同法律第３条第３項に定める再評価の方法
　　‌�　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める地価税法（平成３年法律第

69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法
により算出した価額に基づいて、奥行価格補正等合理的な調整を行って算出。

　　‌�同法律第10条に定める再評価を行った事業用の土地の当連結会計年度末における時価の合計額と当該事業用の土地の再評価後
の帳簿価額の合計額との差額	 15,833百万円

10. 有形固定資産の減価償却累計額	 50,736百万円
11. 有形固定資産の圧縮記帳額	 1,970百万円
12. 「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証債務の額は15百万円で
あります。

（連結損益計算書関係）
１．「その他の経常収益」には、株式等売却益1,050百万円を含んでおります。
２．「その他の経常費用」には、貸出金償却70百万円及び株式等売却損134百万円を含んでおります。
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（連結株主資本等変動計算書関係）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：千株）
当 連 結 会 計 年 度
期 首 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数

当連結会計年度末
株 式 数 摘 要

発行済株式

普通株式 290,855 － － 290,855

合　計 290,855 － － 290,855

自己株式

普通株式 14,486 10,043 75 24,454 注１、注２

合　計 14,486 10,043 75 24,454

注１．‌�普通株式の自己株式の株式数の増加は、取締役会決議による自己株式の取得10,000千株及び単元未満株式の買取り43千株で
あります。

注２．‌�普通株式の自己株式の株式数の減少は、ストック・オプションの権利行使による減少71千株及び単元未満株式の売渡し３千
株であります。

２．新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約
権の目的
となる株
式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会計
年度末残高
（百万円）

摘要当連結会計
年 度 期 首

当連結会計
年 度 増 加

当連結会計
年 度 減 少

当連結会計
年 度 末

当行 ストック・オプション
としての新株予約権 ― 315

合　計 ― 315
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３．配当に関する事項
　　当連結会計年度中の配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成27年６月25日
定 時 株 主 総 会 普通株式 1,520百万円 5.5円 平成27年３月31日 平成27年６月26日

平成27年10月30日
取 締 役 会 普通株式 1,465百万円 5.5円 平成27年９月30日 平成27年11月25日

合　計 2,985百万円

　　平成28年６月28日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案しております。
　　　①　配当金の総額	 1,465百万円
　　　②　１株当たり配当額	 5.5円
　　　③　基準日	 平成28年３月31日
　　　④　効力発生日	 平成28年６月29日
　　なお、配当原資は、利益剰余金とする予定としております。

（金融商品関係）
１．金融商品の状況に関する事項
　⑴　金融商品に対する取組方針
　　‌�　当行並びに連結される子会社及び子法人等（以下「当行グループ」という）は、千葉県を営業基盤とする地域金融機関として、

預金や貸出業務及び各種金融サービスのほか、有価証券投資などを行っております。資金調達は預金を中心に行い、社債や債権
流動化による調達は行っておりません。また、資金運用は中小企業向けや住宅ローンを中心とした貸出業務及び国債を中心とし
た有価証券投資により行っており、最終的なリスクの所在が不明確な金融商品での運用は行っておりません。

　　‌�　また、金利変動により現在価値や期間収益が変動する金融資産及び金融負債を保有しているため、金利の変動による不利な影
響が生じないように、当行では資産及び負債の総合的管理（ALM）を実施しております。

　⑵　金融商品の内容及びそのリスク
　　‌�　当行グループが保有する金融資産は、主として貸出金及び有価証券であります。貸出金は、契約不履行によってもたらされる

信用リスクに晒されており、景気の動向、不動産価格の変動等の経済環境及び取引先の経営状態の変化により、契約条件通りに
債務が履行されない可能性があります。有価証券は国債を中心とする債券や上場株式等であり、主に銀行業務における資金運用
を目的として保有しております。これらは、それぞれの発行体の信用リスク、金利の変動リスク及び市場価格の変動リスクに晒
されております。

　　‌�　金融負債の主なものは、一般顧客から調達する預金であり、当行の信用状況等の変化や予期せぬ経済環境等の変化により、資
金調達力の低下や資金流出が発生する流動性リスクに晒されております。

　　‌�　また、外貨建の金融資産・金融負債が純額で資産超または負債超となった場合、為替相場が変動することにより現在価値や期
間収益に影響を与える為替リスクに晒されております。
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　⑶　金融商品に係るリスク管理体制
　　‌�　当行の金融商品に係るリスク管理体制は以下のとおりであります。なお、連結される子会社及び子法人等についても当行の管

理体制に準じ、各社のリスク・プロファイルに見合った管理を行っております。
　　①　信用リスクの管理
　　　‌�　当行は、「信用リスク管理規定」に定めた信用リスク管理の基本方針、融資の基本姿勢に則り、貸出金について、個別案件

ごとの与信審査、与信限度額管理、信用情報管理、信用格付、問題債権の対応など与信管理に関する体制を整備し運営してお
ります。これらの与信管理は、営業店のほか融資部、個人融資部等の信用リスク管理所管部署が行っております。また、信用
リスクを分散するため「与信ポートフォリオ管理要領」を制定し、与信ポートフォリオのモニタリングを行い、その状況につ
いては定期的に取締役会等への報告を行っております。さらに与信管理の状況については、監査部による内部監査を実施して
おります。

　　②　市場リスクの管理
　　　ⅰ　金利リスクの管理
　　　　‌�　当行は、「ALM委員会規定」に金利動向の予測、金利リスク量の把握、分析等を行うことを明記し、金利の変動リスクを

管理しております。リスク管理を統括するリスク管理部は、ギャップ分析や金利感応度分析等を行い資産・負債の金利や期
間を総合的に把握しており、定期的にALM委員会や取締役会等への報告を行っております。

　　　　　なお、金利変動リスクをヘッジするためのデリバティブ取引は行っておりません。
　　　ⅱ　価格変動リスクの管理
　　　　‌�　有価証券の保有については、取締役会で年度ごとの運用計画を決定したうえ、「市場関連リスク管理規定」等に従いリス

クの管理を行っております。資金運用を所管する資金証券部及び国際部は、年間の投資限度額を設定し債券及び上場株式等
の購入を行うほか、継続的なモニタリングを通じて、価格変動リスクの軽減を図っております。これらの情報はリスク管理
部及びALM委員会に報告し、検討、分析を行っております。

　　　ⅲ　為替リスクの管理
　　　　‌�　外国為替取引には、顧客による外貨預金の預入・払出や外貨両替取引、貿易・貿易外取引等があります。国際部では、こ

うした取引に対し銀行間市場において反対取引を行うことにより、外貨建の金融資産と金融負債のバランスを管理し、為替
リスクを抑制することとしております。

　　　ⅳ　市場リスクに係る定量的情報
　　　　‌�　当行において、主要なリスク要因である金利リスクの影響を受ける主な金融商品は、「貸出金」「有価証券」のうち債券及

び「預金」であり、株式の価格変動リスクの影響を受ける主な金融商品は、「有価証券」のうち株式であります。当行では、
これらの金融商品の市場リスク量について、VaRによる定量的分析を利用しており、その算定にあたっては、分散共分散法
（保有期間120日、信頼区間99％、観測期間１年）を採用しております。

　　　　‌�　平成28年３月31日現在、当行の市場リスク量は、全体で60,707百万円です。
　　　　‌�　なお、当行では、算定したVaRの値と実際の損益を比較するバックテスティングを実施しており、算定にあたり使用する

計測モデルは市場リスクを適切に捕捉していることを確認しております。
　　　　‌�　ただし、VaRは過去の一定期間（観測期間）の金利、株価の変動をベースに統計的手法により市場リスク量を計測する方

法であり、観測期間に捉えきれなかったストレス事象の発生によるリスクは捕捉できない場合があります。
　　③　流動性リスクの管理
　　　‌�　当行では、「流動性リスク管理規定」に流動性リスクの適切な管理を行うことを明記し、半年毎に運用・調達のバランスを

考慮した資金計画を策定するとともに、月次・週次・日次で資金繰りを厳格に管理しております。また「流動性危機時におけ
るコンティンジェンシー・プラン」を策定し、迅速かつ適切に対応できる体制を整備しております。
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　⑷　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　　‌�　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれております。

当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあ
ります。

２．金融商品の時価等に関する事項
　‌�　平成28年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。なお、時価を把握する
ことが極めて困難と認められる非上場株式等は、次表には含めておりません（（注２）参照）。また、連結貸借対照表計上額の重要
性が乏しい科目については、記載を省略しております。

（単位：百万円）
連結貸借対照表計上額 時　価 差　額

⑴ 現金預け金 336,389 336,389 －

⑵ 有価証券 963,793 982,482 18,688

　 　満期保有目的の債券 143,302 161,991 18,688

　 　その他有価証券 820,490 820,490 －

⑶ 貸出金 3,098,839

　 　貸倒引当金（＊） △8,095

3,090,743 3,117,600 26,856

資　産　計 4,390,926 4,436,472 45,545

⑴ 預金 4,095,472 4,095,915 443

⑵ 譲渡性預金 11,467 11,467 －

⑶ 借用金 62,400 62,500 100

負　債　計 4,169,340 4,169,884 544

（＊）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。



－　　－18

（注１）金融商品の時価の算定方法
　資　産
　⑴　現金預け金
　　‌�　預け金は全て満期のないものであり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。
　⑵　有価証券
　　‌�　株式は取引所における取引価格、債券は業界団体が公表する取引価格等の市場価格によっております。自行保証付私募債は、

与信管理上の信用リスク区分ごとに、その将来キャッシュ・フローをスワップ金利等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした
利率で割り引くことにより、現在価値を算定しております。

　　‌�　なお、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については「（有価証券関係）」に記載しております。
　⑶　貸出金
　　‌�　貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状態が実行後大きく異なっていない

限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。固定金利によるものは、貸出金の種類及
び期間、与信管理上の信用リスク区分ごとに、その将来キャッシュ・フローをスワップ金利等適切な指標に信用スプレッドを
上乗せした利率で割り引くことにより、現在価値を算定しております。また、一部の個人ローン等は、商品ごとの将来キャッ
シュ・フローを、同様の新規貸出を行った場合想定される利率で割り引いて時価を算定しております。なお、約定期間が短期間
（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

　　‌�　また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシュ・フローの現在価値又は担保及び
保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は連結決算日における連結貸借対照表上の債権等計上
額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似しており、当該価額を時価としております。

　負　債
　⑴　預金、及び⑵　譲渡性預金
　　‌�　要求払預金については、連結決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなしております。また、定期預金及び

譲渡性預金の時価は、一定の期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値を算定しております。その
割引率は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。なお、預入期間が短期間（１年以内）のものは、時価
は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

　⑶　借用金
　　‌�　借用金のうち、固定金利によるものは、将来キャッシュ・フローをスワップ金利等で割り引くことにより、現在価値を算定し

ております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価と
しております。変動金利によるものは該当ありません。
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（注２）‌�時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の連結貸借対照表計上額は次のとおりであり、金融商品の時価情報
の「資産⑵　その他有価証券」には含まれておりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：百万円）
区　　分 連結貸借対照表計上額

①　非上場株式（＊１）（＊２） 725
②　その他の証券（＊１） 94

合　　計 820

（＊１）‌�上記の有価証券については、市場価格がなくかつ将来キャッシュ・フローが約定されていないため、時価を把握することが
極めて困難と認められることから時価開示の対象とはしておりません。

（＊２）‌�当連結会計年度において非上場株式について０百万円減損処理を行っています。

（注３）金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額
（単位：百万円）

１年以内 １年超
３年以内

３年超
５年以内

５年超
７年以内

７年超
10年以内 10年超

預け金 307,213 － － － － －

有価証券（＊１） 56,532 88,195 190,265 208,950 167,555 123,102

　満期保有目的の債券 9,500 2,000 37,800 － 52,000 42,284

　その他有価証券のうち
　満期があるもの 47,032 86,195 152,465 208,950 115,555 80,817

貸出金（＊２） 542,013 503,649 381,942 288,818 388,040 953,622

合　計 905,759 591,845 572,207 497,768 555,595 1,076,724

（＊１）有価証券は、元本についての償還予定額を記載しており、連結貸借対照表価額とは一致しません。
（＊２）‌�貸出金のうち、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等、償還予定額が見込めない40,752百万円は含めており

ません。
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（注４）預金、譲渡性預金及び借用金の連結決算日後の返済予定額
（単位：百万円）

３カ月未満 ３カ月以上
６カ月未満

６カ月以上
１年未満

１年以上
２年未満

２年以上
３年未満 ３年以上

預金（＊） 2,645,164 341,677 503,770 257,180 219,913 127,766

譲渡性預金 － 11,467 － － － －

借用金 － 10,000 20,000 0 32,400 －

合　計 2,645,164 363,144 523,770 257,180 252,313 127,766

（＊）預金のうち、要求払預金については、「３カ月未満」に含めて開示しております。

（有価証券関係）
　連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「商品有価証券」が含まれております。
１．売買目的有価証券（平成28年３月31日現在）

当連結会計年度の損益に含まれた評価差額（百万円）

売買目的有価証券 39

２．満期保有目的の債券（平成28年３月31日現在）

種　　　類 連結貸借対照表計上額
（百万円）

時 価
（百万円）

差 額
（百万円）

時価が連結貸借対照表
計上額を超えるもの

国 債 90,218 108,465 18,246

地 方 債 － － －

社 債 4,283 4,841 557

そ の 他 35,299 35,487 187

う ち 外 国 証 券 35,299 35,487 187

小　計 129,802 148,794 18,991

時価が連結貸借対照表
計上額を超えないもの

国 債 － － －

地 方 債 － － －

社 債 － － －

そ の 他 13,500 13,197 △302

う ち 外 国 証 券 13,500 13,197 △302

小　計 13,500 13,197 △302

合　計 143,302 161,991 18,688
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３．その他有価証券（平成28年３月31日現在）

種　　　類 連結貸借対照表計上額
（百万円）

取 得 原 価
（百万円）

差 額
（百万円）

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
るもの

株 式 67,177 39,147 28,029

債 券 733,669 688,965 44,703

国 債 618,903 578,402 40,500

地 方 債 52,936 51,186 1,749

社 債 61,829 59,376 2,452

そ の 他 4,189 3,616 572

う ち 外 国 証 券 4,189 3,616 572

小　計 805,035 731,730 73,305

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
ないもの

株 式 14,638 16,933 △2,295

債 券 817 818 △1

国 債 － － －

地 方 債 499 500 △0

社 債 317 318 △0

そ の 他 － － －

う ち 外 国 証 券 － － －

小　計 15,455 17,752 △2,297

合　計 820,490 749,482 71,008
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４．当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）
売　却　額
（百万円）

売却益の合計額
（百万円）

売却損の合計額
（百万円）

株式 2,923 1,050 134

債券 145,699 2,200 －

　国債 145,699 2,200 －

　地方債 － － －

　社債 － － －

その他 － － －

　うち外国証券 － － －

合　計 148,623 3,250 134

５．減損処理を行った有価証券
　‌�　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のうち、当該有価証券の時価が取得原価に
比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって連結貸
借対照表計上額とするとともに、評価差額を当連結会計年度の損失として処理（以下、「減損処理」という。）しております。
　‌�　当連結会計年度における減損処理額はありません。
　‌�　また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、時価が取得原価に比べ50％以上下落している銘柄及び時価が30％
以上50％未満下落しており、一定期間の時価の推移や発行会社の財務内容等により判断し時価の回復可能性がないと認められる
銘柄としております。

（税効果会計関係）
　‌�　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」（平成28年法律第
13号）が平成28年３月29日に国会で成立し、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率等の引下げ等が行わ
れることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は前連結会計年度の計算にお
いて使用した32.06％から平成28年４月１日に開始する連結会計年度及び平成29年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見
込まれる一時差異については30.69％に、平成30年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については、
30.46％となります。
　‌�　この税率変更により、繰延税金資産は１百万円、繰延税金負債は531百万円減少し、その他有価証券評価差額金は1,127百万円、
法人税等調整額は530百万円、それぞれ増加し、退職給付に係る調整累計額は69百万円減少しております。また、再評価に係る
繰延税金負債は246百万円減少し、土地再評価差額金は同額増加しております。

（１株当たり情報）
　１株当たりの純資産額	 1,050円21銭
　１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益金額	 56円31銭
　潜在株式調整後１株当たり親会社株主に帰属する当期純利益金額	 56円17銭
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（ストック・オプション等関係）
１．ストック・オプションにかかる当連結会計年度における費用計上額及び科目名
　　営業経費　74百万円
２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況
　⑴　ストック・オプションの内容

2011年
第１回新株予約権

2012年
第２回新株予約権

2013年
第３回新株予約権

2014年
第４回新株予約権

2015年
第５回新株予約権

付与対象者の区分
及び人数 当行取締役15名 当行取締役15名 当行取締役15名 当行取締役13名 当行取締役13名

株式の種類別のス
トック・オプショ
ンの数（注）

普通株式294,500株 普通株式269,200株 普通株式175,000株 普通株式174,400株 普通株式117,600株

付与日 平成23年７月20日 平成24年８月１日 平成25年８月１日 平成26年７月31日 平成27年７月31日

権利確定条件 権利確定条件は
定めていない。

権利確定条件は
定めていない。

権利確定条件は
定めていない。

権利確定条件は
定めていない。

権利確定条件は
定めていない。

対象勤務期間 対象勤務期間は
定めていない。

対象勤務期間は
定めていない。

対象勤務期間は
定めていない。

対象勤務期間は
定めていない。

対象勤務期間は
定めていない。

権利行使期間 平成23年７月21日から
平成53年７月20日まで

平成24年８月２日から
平成54年８月１日まで

平成25年８月２日から
平成55年８月１日まで

平成26年８月１日から
平成56年７月31日まで

平成27年８月１日から
平成57年７月31日まで

（注）株式数に換算して記載しております。
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　⑵　ストック・オプションの規模及びその変動状況
　　‌�　当連結会計年度（平成28年３月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数につい

ては、株式数に換算して記載しております。
　　①　ストック・オプションの数

2011年
第１回新株予約権

2012年
第２回新株予約権

2013年
第３回新株予約権

2014年
第４回新株予約権

2015年
第５回新株予約権

権利確定前

　前連結会計年度末 － － － 174,400株 －

　付与 － － － － 117,600株

　失効 － － － － －

　権利確定 － － － 174,400株 －

　未確定残 － － － － 117,600株

権利確定後

　前連結会計年度末 196,200株 182,000株 141,000株 － －

　権利確定 － － － 174,400株 －

　権利行使 23,000株 20,400株 13,600株 14,800株 －

　失効 － － － － －

　未行使残 173,200株 161,600株 127,400株 159,600株 －

　　②　単価情報
2011年

第１回新株予約権
2012年

第２回新株予約権
2013年

第３回新株予約権
2014年

第４回新株予約権
2015年

第５回新株予約権

権利行使価格 1円 1円 1円 1円 1円

行使時平均株価 642円 642円 642円 642円 －

付与日における
公正な評価単価 396円 320円 505円 493円 596円

（注）１株当たりに換算して記載しております。
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３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法
　‌�　当連結会計年度において付与された2015年第５回新株予約権についての公正な評価単価の見積方法は以下のとおりであります。
　⑴　使用した評価技法　ブラック・ショールズ式
　⑵　主な基礎数値及びその見積方法

2015年
第５回新株予約権

株価変動性（注１） 28.95％

予想残存期間（注２） 2.72年

予想配当（注３） 11円/株

無リスク利子率（注４） 0.015％

（注１）予想残存期間2.72年に対応する期間の株価実績に基づき算定しております。
（注２）過去10年間に退任した取締役等の平均在任期間を予想残存期間とする方法で見積っております。
（注３）平成27年３月期の配当実績によります。
（注４）予想残存期間に対応する期間に対応する国債の利回りであります。

４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法
　‌�　基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数のみ反映させる方法を採用しております。




